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　私の興味は人間の知能の仕組みにあり、自然言語はその中核と考えています。人間並みに言語を操るためには、
言葉の理解や生成に加え、意思・常識・推論や世界の理解といった高度な知的処理が含まれるからです。また、
その工学的応用には大きな社会的インパクトがあります。特徴的なのは、あくまで人間が話す言葉こそが自然言
語であり、科学的探究と工学的応用が表裏をなしていることです。研究は個々のデータや現象と向き合い、観察
と洞察によって背後にある法則を見抜くことが重要だと考えています。研究室では学生たちとともに研究を進め
ており、参加している様々なプロジェクトを通じて研究の魅力を紹介しつつ、基礎的な考え方と自らのアイデア
を実現する方法を指導するのが目標です。ここ数年、いわゆる人工知能の発展に大きな関心と期待が寄せられて
いますが、何ができて何ができないのか、誤解されている部分もあるようです。社会に研究の現状をなるべく正
確にわかりやすく伝え、適切な産業応用を促進することも研究者の使命の一つと考えています。

　日本語や英語などの自然言語をコンピュータで扱う分野である、自然言語処理の研究を行っています。大きく
下記の二つの柱があり、この二つの柱を融合していくことが、長期的な研究目標です。
[より人間に近い自然言語処理と対話システム]�より人間と親和性が高く人間に近い振る舞いをするような言語解
析器を構築し、それと音声処理を統合した対話システムの構築を目指しています。またその応用として、会話ゲ
ーム「人狼」の人工知能プレイヤー作成や、キャッチコピーや小説
など文章の自動生成をおこなうプロジェクトを推進しています。
　[自然言語処理の応用]�上記の項目の成果を基盤として、いくつか
の応用研究を行っています。脳神経科学論文を対象とする学術論文
からのテキストマイニングにより、当該分野からの大規模知識抽出
を目指しています。法律文書処理の分野では、我が国司法試験問題
の自動解答をテーマに、裁判の自動化支援を目標に研究を行ってい
ます。医療言語処理の分野では、電子カルテからの知識抽出、会話
データからの精神疾患や発達障害の自動診断支援などを行っていま
す。
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